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研究成果の概要（和文）：包丁研ぎは道具のメンテナンスでありながら、調理に関わる重要な技法として調理師専門学
校の学生に多くの時間を割いて教えられている。しかし学生が客観的に自身の包丁研ぎの状態を把握するのは難しい。
そこで本研究では、調理師専門学校の学生が包丁研ぎの自習を行う際に自習を支援するシステムの開発と評価を目的と
した。まず包丁研ぎにおける熟練者と学生の動作や仕上がりの違いを数値化・可視化した。次に包丁への力の負荷や包
丁の軌跡を学習者が模範と比較できる自習支援システムを構築した。さらに自習支援システムを学生に使用させ有効性
の検証を行った。この結果、自習支援システムは包丁研ぎの早期習熟に有効であることがわかった。

研究成果の概要（英文）：A lot of time is spent teaching students knife sharpening at culinary technical 
colleges, both as a part of tool maintenance and as a key culinary technique. However, it is difficult 
for students to objectively grasp the state of their own knife sharpening abilities and it is often the 
case that students practice it by themselves without knowing whether or not they are correctly following 
the teacher’s instructions. The objective of this study was to develop and evaluate a self-instructional 
system for Japanese kitchen knives sharpening. First, differences between the knife sharpening of experts 
and students in terms of movement and finishing were quantified and visualized. Next, a 
self-instructional system was developed that enables students to compare their own sharpening with model 
examples in terms of the load placed on the knife and the knife trajectory during sharpening. The results 
showed that the system is effective for self-instructional of knife sharpening.

研究分野： 調理学

キーワード： 包丁研ぎ　自習支援システム　反力　アンケート調査　伝統産業工学　技能伝承　技術教育
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１．研究開始当初の背景 
日本における伝統産業は、長い年月もの間

「匠の技」を脈々と継承し、発展させてきた
が、その「匠の技」と呼ばれる動作や判断方
法の多くは、職人が長年培ってきた経験や勘
などに基づいていると考えられる。また伝承
方法は熟練した職人の「匠の技」を弟子が見
て盗む、いわゆる「暗黙知」として行われて
きた。現在、伝統産業は工業化や近代化の荒
波を受けて、技術はもとより原料や市場の面
でも危機に直面しており、その伝統産業を受
け継ぐ後継者の不足ならびに技術習得に多
くの年数を要することからも、今後その衰退
にさらなる拍車がかかる事が予想される。こ
のような現状の中、伝統産業に内在している
暗黙知を科学技術の力で形式知化すること
は、伝統産業の伝承ならびに「ものづくり」
現場における指導の一助となるものと考え
られる。 
 本研究では日本料理の職人が用いる包丁
に注目した。日本料理の職人が包丁を巧みに
使いこなせるようになるための技術の一つ
として包丁研ぎがあげられる。包丁は調理す
るにあたって、なくてはならない道具のひと
つであり、そのメンテナンスとして包丁研ぎ
を正しく行うことは、味や見栄えに大きく影
響することから非常に重要であると考えら
れている。しかしながら、調理師学校に入学
したての学生のような非熟練者にとって、早
期に包丁研ぎの技術を習得することは容易
なことではない。 
 日本料理で用いられる和包丁は、西洋料理
や中国料理等で用いられる包丁が両刃であ
るのに対して、片刃である点が特徴で、日本
独自の形である。片刃であるため非常に繊細
な包丁の技が実現できる半面、機械を用いて
誰でも簡単に研げるものではない。この和包
丁の包丁研ぎ技術を非熟練者が自習できる
システムやツール製作に関する研究は国内、
国外でもみられない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、調理師専門学校の学生が包丁

研ぎの自習を行う際に、自習を支援できるシ
ステムの開発と評価を目的とした。初めに熟
練職人の研ぎ動作の特徴を明らかにし、自習
支援システムで教示するにふさわしいデー
タの選定を行った。包丁研ぎにおける包丁の
動かし方、包丁へ負荷する力、砥石上での包
丁の軌跡をデータ化し、研ぎ上がった包丁の
刃先の観察を行った。これらの結果の中より、
包丁へ負荷する力、砥石上での包丁の軌跡を
使用した自習支援システムを構築し、システ
ムの有効性を評価した。 
 
３．研究の方法 
(1)自習支援システムのためのデータ選定 
包丁研ぎの自習支援システムとして想定し
たのは、これまでに包丁研ぎ演習で教授され
ているにも関わらず、学習者自身が教員との

違いを気付きにくいポイントを各種計測機
器により数値化・可視化できるシステムを構
築することである。この前提の基、学習者と
熟練者の違いを表す写真・動画・グラフ等を
包丁研ぎ直後に学習者に示し、自己点検を行
える自習支援システムを構築することとし
た。まず、包丁研ぎに必要と考えられるデー
タ収集を下記の方法で行い、自習支援システ
ムに最適なデータの選定を行った。 
 被験者は、熟練者として、調理師専門学校
で調理師養成のための指導にあたっている
日本料理担当の教員 3 名および、非熟練者と
して、調理師専門学校の学生 2 名であった。
被験者の情報を表 1 に示す。 
 

表 1  被験者情報 

被検者 
年齢 

（歳） 

経験年数 

（年） 
性別 利き手 

熟練者 1 56 36 男性 右 

熟練者 2 44 25 男性 右 

熟練者 3 29 9 男性 右 

非熟練者 1 26 0.5 男性 右 

非熟練者 2 30 0.5 女性 右 

 
 包丁は、柳刃包丁（八木包丁店製：刃渡り
24cm）を用いた。柳刃包丁を図 1 に示す。柳
刃包丁は刺身等を調理する時に使用する包
丁である。包丁はあらかじめ使用し、包丁研
ぎの必要な状態に準備した。砥石はダイヤモ
ンド砥石（畑中砥石製：長径 210mm、短径
75mm）および赤砥石（畑中砥石製）を使用
した。 
 上肢が包丁に負荷する圧力を測定するた
め、小型低容量フォースプレート（TF-3040-A、
テック技販製）上にダイヤモンド砥石を設置
し、各被験者に包丁研ぎを 30 秒間ずつ行わ
せた。同時に、被験者の正面および右側から
VTR 撮影を行った。フォースプレートを用い
た測定の様子を図 2 に示す。ダイヤモンド砥
石は演習等で通常使用している砥石とは異
なるが、水を多く含ませる必要がなくフォー
スプレートへ水が入り込むこと防ぐことを
目的に採用した。フォースプレートから得た
データは、動作の安定している、動作開始か
ら 10 秒後以降を解析の対象とした。座標は
被験者に対して左右方向を x、前後方向を y、
上下方向を z とした。 
研ぎ上がり後の刃先の状態を明らかにす

るため、被験者らが研ぎ上がったと判断する
まで包丁を研ぐように指示し、包丁研ぎを行
わせた。砥石は赤砥石を使用した。赤砥石は
演習等で日常的に使用している砥石である。
包丁を研ぐ時間および試行中における主観
的な刃先の評価に関しては制限を設けず、被
験者自身が納得できた時点で終了とした。刃
先の形状を評価するため、デジタルマイクロ
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(2)自習支援システムの構築
自習支援システムは

結果表示用
PC にはフォースプレートのデータ収録ソフ
トウェア（フォースプレート収録＆解析ソフ
トウェア：テック技販製）および検証
レポートソフトウェア（
ョナルインスツルメンツ株式会社製）を載せ
た。 
 
(3)自習支援システムの評価
包丁研ぎ自習支援システムの有効性の評価
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PC の接続までが終わった状態とし
には取扱説明書「フォースプレートの使用方
法」、「包丁研ぎ自習支援ソフトの使用方法」
を読みながら包丁研ぎを行い
示するよう指示した
テムは
全ての被験者が使い終わった時点で
降の使用をするように
被験者には最初の自習支援システムの使用
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自習支援システムの評価
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表

．研究成果 
自習支援システムのためのデータ選定
図 4 に z（上下）方向の反力と時間の関係

を示す。フォースプレートでは
が測定可能であるが
を示し、学習者への教示に重要であると判断
したため、本研究では
こととした。熟練者
非熟練者 1、2
熟練者の波形の周期は規則正しく
ズムで包丁を研いでいたことが分かった
に平均反力を示す

熟練者 3、非熟練者
った。 
図 6 に x-y 平面の包丁の軌跡を示す

は反力が測定された全ての位置の重心とし
て算出した。図中の破線はダイヤモンド砥石
の大きさを示している
立ち、包丁研ぎを行った
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使用していなかったことが明らかとなった
図 7 に刃先の顕微鏡観察写真を示す

練者は、刃先の凹凸が多く
見て取れる。一方

被験者
No. 
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別 

年齢
(

1 女 

2 女 

3 女 

4 女 

5 女 
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7 男 

後に自習支援システムの結果を踏まえて別
室で自習するように指示した
自習支援システムの使用後、
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、次の 7 項目とした
支援ソフトの使用感」を「使用しやすい」か
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自由記述を行わせた。②「評価コメント」を
「良い」から「悪い」の 10 段階で評価させ
自由記述を行わせた。③「取扱説明書」を「良
い」から「悪い」の 10 段階で評価させ
由記述を行わせた。④「自習支援システムで
欲しい機能」を自由記述させた
習支援システムを使いたいか否か」を「はい」

え」で回答させた
いえ」と回答した理由」を自由記述させた

表 2  被験者情報

 
自習支援システムのためのデータ選定

（上下）方向の反力と時間の関係
フォースプレートでは

が測定可能であるが、z 方向が最も大きな値
学習者への教示に重要であると判断

本研究では z 方向のみに着目する
熟練者 1、2 と比較し
2 の反力は小さい値であった

熟練者の波形の周期は規則正しく
ズムで包丁を研いでいたことが分かった
に平均反力を示す。熟練者

非熟練者 1、2 の反力は約

平面の包丁の軌跡を示す
は反力が測定された全ての位置の重心とし

図中の破線はダイヤモンド砥石
の大きさを示している。被験者は図の下側に

包丁研ぎを行った。熟練者
方向ともに軌跡の範囲が広く

使用して包丁研ぎを行っていた
以外は軌跡の範囲が狭く

使用していなかったことが明らかとなった
に刃先の顕微鏡観察写真を示す
刃先の凹凸が多く

一方、非熟練者は

年齢 
(歳) 

経験
年数 

(ヶ月) 

25 4 

19 6 

19 6 

19 6 

53 6 

28 12 

20 6 

後に自習支援システムの結果を踏まえて別
指示した。  

、自習支援システ
ムの評価に関するアンケート調査を行った

項目とした。①「自習
支援ソフトの使用感」を「使用しやすい」か

段階で評価させ
「評価コメント」を
段階で評価させ

「取扱説明書」を「良
段階で評価させ

「自習支援システムで
欲しい機能」を自由記述させた。⑤「今後自
習支援システムを使いたいか否か」を「はい」

え」で回答させた。⑥「⑤で「い
いえ」と回答した理由」を自由記述させた

被験者情報 

自習支援システムのためのデータ選定
（上下）方向の反力と時間の関係

フォースプレートでは、3 軸の反力
方向が最も大きな値

学習者への教示に重要であると判断
方向のみに着目する
と比較し、熟練者

の反力は小さい値であった
熟練者の波形の周期は規則正しく、一定のリ
ズムで包丁を研いでいたことが分かった

熟練者 1、2 と比較し
の反力は約 1/2

平面の包丁の軌跡を示す。
は反力が測定された全ての位置の重心とし

図中の破線はダイヤモンド砥石
被験者は図の下側に
熟練者 1 は x

方向ともに軌跡の範囲が広く、砥石全面を
使用して包丁研ぎを行っていた。一方、

以外は軌跡の範囲が狭く、砥石の全面を
使用していなかったことが明らかとなった

に刃先の顕微鏡観察写真を示す
刃先の凹凸が多く、大きいことが

非熟練者は、刃先の凹

 
 

自習
の 
有無 

自習の
頻度

有 週に数回

有 月に数回

無 

有 月に数回

無 

 有 月に数回

有 月に数回

後に自習支援システムの結果を踏まえて別

自習支援システ
ムの評価に関するアンケート調査を行った。

「自習
支援ソフトの使用感」を「使用しやすい」か

段階で評価させ、
「評価コメント」を
段階で評価させ、

「取扱説明書」を「良
段階で評価させ、自

「自習支援システムで
「今後自

習支援システムを使いたいか否か」を「はい」
で「い

いえ」と回答した理由」を自由記述させた。 

自習支援システムのためのデータ選定 
（上下）方向の反力と時間の関係

軸の反力
方向が最も大きな値

学習者への教示に重要であると判断
方向のみに着目する

熟練者 3、
の反力は小さい値であった。

一定のリ
ズムで包丁を研いでいたことが分かった。図

と比較し、
1/2 であ

。軌跡
は反力が測定された全ての位置の重心とし

図中の破線はダイヤモンド砥石
被験者は図の下側に

x 方向
砥石全面を

、熟練
砥石の全面を

使用していなかったことが明らかとなった。 
に刃先の顕微鏡観察写真を示す。熟

大きいことが
刃先の凹

自習の 
頻度 

週に数回 

月に数回 

－ 

月に数回 

－ 

月に数回 

月に数回 



凸が少なく
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4  
練者
練者
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6  
(c)熟練者

凸が少なく、小さいことが明らかとなった

  反力と時間の関係
練者 2、(c)熟練者
練者 2 

図

6  包丁の軌跡
熟練者 3、(d)非熟練者

小さいことが明らかとなった

反力と時間の関係 (a)熟練者
熟練者 3、(d)非熟練者

図 5  平均反力

  

包丁の軌跡 (a)熟練者
非熟練者 1、(e)

小さいことが明らかとなった

熟練者 1、(b)
非熟練者 1、(e)非熟

平均反力 

熟練者 1、(b)熟練者
(e)非熟練者 2

小さいことが明らかとなった。 

(b)熟
非熟

熟練者 2、
2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図
(b)熟練者
非熟練者
 
(2)自習支援システムの構築
学習者はまずフォースプレートにより自

身の包丁研ぎを測定する
で測定したデータは
ソコンのモニタにレポートとして表示させ
た。
タを比較しやすいよう
せた
者、
と時間の関係を示すグラフと包丁の軌跡を
表示した
者の見本データは下段に表示した
測定データの表示だけでは
釈が困難であるため
丁に負荷した力をコメントとして表示した
コメントの内容は『包丁に負荷した力の平均
値』と『平均値に対応する行動指針』とした
コメントの表示例を図
荷した力の平均値』は
という理由から包丁研ぎ開始後
秒の間の値の平均値を算出した
対応する行動指針』は表
した
者 10
定した
タ選定結果」に示したように
丁に
がある
『平均値に対応する行動指針』とした
に、
力が強すぎると「しのぎが変形したり
中央部分が凹んだりするため良くない」との
意見も参考にした
 自習支援システムは
ら片付けまでを行うことを想定しているた
め、
た。
置方法」
「包丁研ぎ自習支援ソフトの使用方法」の
つとした
には
始から終了までを記述した
ートの使用方法」には
おけるフォースプレートの起動からフォー
スプレートにて包丁研ぎの反力を記録する
までを記述した

(a

7  刃先の顕微鏡観察写真
熟練者 2、(c)

非熟練者 2 

自習支援システムの構築
学習者はまずフォースプレートにより自

身の包丁研ぎを測定する
で測定したデータは
ソコンのモニタにレポートとして表示させ
。この時、学習者のデータと熟練者のデー

タを比較しやすいよう
せた。図 8 にレポートの表示例を示す
、熟練者それぞれの包丁研ぎにおける反力

と時間の関係を示すグラフと包丁の軌跡を
表示した。学習者の測定データは上段
者の見本データは下段に表示した
測定データの表示だけでは
釈が困難であるため
丁に負荷した力をコメントとして表示した
コメントの内容は『包丁に負荷した力の平均
値』と『平均値に対応する行動指針』とした
コメントの表示例を図
荷した力の平均値』は
という理由から包丁研ぎ開始後
秒の間の値の平均値を算出した
対応する行動指針』は表
した。これらの値は

10 名と非熟練者
定した。「(1)自習支援システムのためのデー
タ選定結果」に示したように
丁に負荷する力が熟練者よりも小さい傾向
がある。この改善を促すためのコメントを
『平均値に対応する行動指針』とした
、熟練者への聞き取りから得た

力が強すぎると「しのぎが変形したり
中央部分が凹んだりするため良くない」との
意見も参考にした
自習支援システムは

ら片付けまでを行うことを想定しているた
、全ての手順を書いた取扱説明書を作成し
。取扱説明書

置方法」、「フォースプレートの使用方法」
「包丁研ぎ自習支援ソフトの使用方法」の
つとした。「フォー
には、フォースプレートとパソコンの接続開
始から終了までを記述した
ートの使用方法」には
おけるフォースプレートの起動からフォー
スプレートにて包丁研ぎの反力を記録する
までを記述した

(d

刃先の顕微鏡観察写真
(c)熟練者 3、(d)

自習支援システムの構築 
学習者はまずフォースプレートにより自

身の包丁研ぎを測定する。フォースプレート
で測定したデータは、DIAdem
ソコンのモニタにレポートとして表示させ

学習者のデータと熟練者のデー
タを比較しやすいよう、上下に並べて表示さ

にレポートの表示例を示す
熟練者それぞれの包丁研ぎにおける反力

と時間の関係を示すグラフと包丁の軌跡を
学習者の測定データは上段

者の見本データは下段に表示した
測定データの表示だけでは、
釈が困難であるため、データが示している包
丁に負荷した力をコメントとして表示した
コメントの内容は『包丁に負荷した力の平均
値』と『平均値に対応する行動指針』とした
コメントの表示例を図 9 に示す
荷した力の平均値』は、動作が安定している
という理由から包丁研ぎ開始後
秒の間の値の平均値を算出した
対応する行動指針』は表 3 に示した

これらの値は、別途測定を行った熟練
名と非熟練者 10 名の力の平均値から決

自習支援システムのためのデー
タ選定結果」に示したように

負荷する力が熟練者よりも小さい傾向
この改善を促すためのコメントを

『平均値に対応する行動指針』とした
熟練者への聞き取りから得た

力が強すぎると「しのぎが変形したり
中央部分が凹んだりするため良くない」との
意見も参考にした。 
自習支援システムは、学習者のみで設置か

ら片付けまでを行うことを想定しているた
全ての手順を書いた取扱説明書を作成し
取扱説明書 は、「フォースプレートの設

「フォースプレートの使用方法」
「包丁研ぎ自習支援ソフトの使用方法」の

「フォースプレートの設置方法」
フォースプレートとパソコンの接続開

始から終了までを記述した
ートの使用方法」には、包丁研ぎを行う前に
おけるフォースプレートの起動からフォー
スプレートにて包丁研ぎの反力を記録する
までを記述した。「包丁研ぎ自習支援ソフト

(e) 

(b) 

刃先の顕微鏡観察写真 (a)熟練者
(d)非熟練者 1

 
学習者はまずフォースプレートにより自

フォースプレート
DIAdem を使用し

ソコンのモニタにレポートとして表示させ
学習者のデータと熟練者のデー

上下に並べて表示さ
にレポートの表示例を示す。

熟練者それぞれの包丁研ぎにおける反力
と時間の関係を示すグラフと包丁の軌跡を

学習者の測定データは上段、
者の見本データは下段に表示した。 

、初見の者には解
データが示している包

丁に負荷した力をコメントとして表示した
コメントの内容は『包丁に負荷した力の平均
値』と『平均値に対応する行動指針』とした

に示す。『包丁に負
動作が安定している

という理由から包丁研ぎ開始後 5 秒から
秒の間の値の平均値を算出した。『平均値に

に示した 4 段階と
別途測定を行った熟練
名の力の平均値から決

自習支援システムのためのデー
タ選定結果」に示したように、非熟練者は包

負荷する力が熟練者よりも小さい傾向
この改善を促すためのコメントを

『平均値に対応する行動指針』とした。
熟練者への聞き取りから得た、負荷する

力が強すぎると「しのぎが変形したり、
中央部分が凹んだりするため良くない」との

学習者のみで設置か
ら片付けまでを行うことを想定しているた

全ての手順を書いた取扱説明書を作成し
「フォースプレートの設

「フォースプレートの使用方法」
「包丁研ぎ自習支援ソフトの使用方法」の

スプレートの設置方法」
フォースプレートとパソコンの接続開

始から終了までを記述した。「フォースプレ
包丁研ぎを行う前に

おけるフォースプレートの起動からフォー
スプレートにて包丁研ぎの反力を記録する

「包丁研ぎ自習支援ソフト

 

(c) 

熟練者 1、
1、(e)

学習者はまずフォースプレートにより自
フォースプレート

を使用し、パ
ソコンのモニタにレポートとして表示させ

学習者のデータと熟練者のデー
上下に並べて表示さ

。学習
熟練者それぞれの包丁研ぎにおける反力

と時間の関係を示すグラフと包丁の軌跡を
、熟練

初見の者には解
データが示している包

丁に負荷した力をコメントとして表示した。
コメントの内容は『包丁に負荷した力の平均
値』と『平均値に対応する行動指針』とした。

『包丁に負
動作が安定している

秒から 25
『平均値に

段階と
別途測定を行った熟練
名の力の平均値から決

自習支援システムのためのデー
非熟練者は包

負荷する力が熟練者よりも小さい傾向
この改善を促すためのコメントを

。さら
負荷する

、刃の
中央部分が凹んだりするため良くない」との

学習者のみで設置か
ら片付けまでを行うことを想定しているた

全ての手順を書いた取扱説明書を作成し
「フォースプレートの設

「フォースプレートの使用方法」、
「包丁研ぎ自習支援ソフトの使用方法」の 3

スプレートの設置方法」
フォースプレートとパソコンの接続開

「フォースプレ
包丁研ぎを行う前に

おけるフォースプレートの起動からフォー
スプレートにて包丁研ぎの反力を記録する

「包丁研ぎ自習支援ソフト



の使用方法」には
び出すところからレポート表示までを記述
した。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

包丁に負荷した
力の平均値

10N

10N 以上

20N 以上

35N

 
(3)自習支援システムの評価
図1

1 回目では
1 名、「もっと強く研ぎましょう」が
う少し強く研ぎましょう」が
ど良い力です」が
習支援システムを使用させた結果
に対応する行動指針』は「もっと強く研ぎま
しょう」が
う」が
であった
う」および「もう少し強く研ぎましょう」と
いうコメントを受けた
加するに従い反力が高くなる傾向を示した
5 回目では
1 名、
「ちょうど良い力です」が
目よりも
を行える者が増加していた
図

の反力は熟練者の反力よりも低い傾向であ

の使用方法」には
び出すところからレポート表示までを記述

。 

図 8  

図 9  コメントの表示例

表 3  
包丁に負荷した 
力の平均値 

10N 未満 

以上 20N 未満 

以上 35N 未満 

35N 以上 

自習支援システムの評価
10に各試行における

回目では、「もう少し軽く研ぎましょう」が
、「もっと強く研ぎましょう」が

う少し強く研ぎましょう」が
ど良い力です」が
習支援システムを使用させた結果
に対応する行動指針』は「もっと強く研ぎま
しょう」が 1 名、
う」が 4 名、「ちょうど良い力です」が
であった。1 回目で「もっと強く研ぎましょ
う」および「もう少し強く研ぎましょう」と
いうコメントを受けた
加するに従い反力が高くなる傾向を示した
回目では、「もう少し軽く研ぎましょう」が

、「もう少し強く研ぎましょう」が
「ちょうど良い力です」が
目よりも 5 回目のほうが最適な力で包丁研ぎ
を行える者が増加していた
図 5 および図 1

の反力は熟練者の反力よりも低い傾向であ

の使用方法」には、包丁研ぎの反力記録を呼
び出すところからレポート表示までを記述

  レポート表示例

コメントの表示例

3  コメントの内容
 平均値に対応する

行動指針

もっと強く研ぎましょう

 もう少し強く研ぎましょう

 ちょうど良い力です

もう少し軽く研ぎましょう

自習支援システムの評価 
に各試行におけるz方向の反力を示す

「もう少し軽く研ぎましょう」が
「もっと強く研ぎましょう」が

う少し強く研ぎましょう」が
ど良い力です」が 1 名であった
習支援システムを使用させた結果
に対応する行動指針』は「もっと強く研ぎま

、「もう少し強く研ぎましょ
「ちょうど良い力です」が
回目で「もっと強く研ぎましょ

う」および「もう少し強く研ぎましょう」と
いうコメントを受けた 4 名は
加するに従い反力が高くなる傾向を示した

「もう少し軽く研ぎましょう」が
「もう少し強く研ぎましょう」が

「ちょうど良い力です」が 4
回目のほうが最適な力で包丁研ぎ

を行える者が増加していた。
10 より非熟練者の包

の反力は熟練者の反力よりも低い傾向であ

包丁研ぎの反力記録を呼
び出すところからレポート表示までを記述

レポート表示例 

コメントの表示例 

コメントの内容 
平均値に対応する 

行動指針 

もっと強く研ぎましょう

もう少し強く研ぎましょう

ちょうど良い力です 

もう少し軽く研ぎましょう

 
方向の反力を示す

「もう少し軽く研ぎましょう」が
「もっと強く研ぎましょう」が 1 名、「も

う少し強く研ぎましょう」が 3 名、「ちょう
名であった。包丁研ぎ自

習支援システムを使用させた結果、『平均値
に対応する行動指針』は「もっと強く研ぎま

「もう少し強く研ぎましょ
「ちょうど良い力です」が 1
回目で「もっと強く研ぎましょ

う」および「もう少し強く研ぎましょう」と
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